
令和５年度 上溝高等学校 ２学期 始業式 校長のはなし 

 

生徒の皆さん、おはようございます。２学期の始業式を迎えました。 

夏休み期間中、大きな事故等の報告もなく、皆さんが元気に登校し、始業式に参加され

ていることを喜びたいと思います。 

 私からお伝えしたいこと。３つあります。 

〇まず１つ目。 

 今年の夏は「猛暑」ではなく「酷暑」でした。偏西風の北への蛇行、エルニーニョ現象

が原因と言われています。来年は普通の夏であることを祈ります。引き続き、熱中症には

気をつけてください。 

夏休みで心身のリフレッシュはできましたか。部活動、合宿参加、夏期講習受講と忙し

かった方も多いと思います。ダンス部の生徒には学校説明会で演技を披露していただきま

した。ありがとうございます。 

夏休みが終わり２学期が始まる時期は、新たに学校が始まることに加え、進路の問題や 

家庭のこと、友人関係のことなど、さまざまな不安や悩みを抱くと思います。 

そのような時には、どんなささいなことでも構いません、一人で悩みを抱え込まずに、

担任や副担任、部活動顧問、保健室の先生、周りの信頼できる人に相談してください。２

学期がはじまる本日、早速担任・副担任の先生方と面談をする時間をとります。遠慮なく

相談してください。 

 

〇２つ目です。２学期が始まると、すぐに文化祭である「上高祭」があります。４年ぶり

にコロナ禍前と同じ状況で実施できる文化祭です。今年は、コロナウィルス感染症の感染

防止と熱中症にも気を付けながら精一杯、上高祭の準備・実施・成功に向けて頑張ってく

ださい。 

上高祭のあと、３年生は推薦入試と就職試験が動き出します。２年生は修学旅行が９月

末に実施されます。終業式の校長のはなしでもお伝えしましたが、 

 皆さん、それぞれの「夢」や「目標」の実現に向け、取り組んでほしいと期待します。 

  ❖毎日の授業を大切にすること。 

  ❖授業以外の場で、学習する時間をつくってほしい。復習をしなさい。 

  必ず、「力」はつきます。 

  ❖勉強の仕方がわからないという方もいるかもしれません。教科の担当の先生や担任 

の先生に尋ねなさい。 

 

〇３つ目です。私は、地歴公民科の教員として採用され、世界史や地理の授業をしてきま

した。一つの地図を見てください。 

こんな、日本周辺の地図を見てどう思いますか。 

 ・いつも見ている日本周辺の地図は、左に中国や朝鮮半島があって、右側が太平洋とな

っている。 

 ・この地図を見て、中国や朝鮮半島の国（人）から見ると、日本が上にいて蓋をするよ

うに存在している、いうことです。 

何が言いたいかというと、一つの物事をいろいろな面から見るよう、情報を集め、分析 

し、判断してほしいということです。自分の意見も言えるといいですね。 



 

 2023年８月 24日（木）13時３分、福島第一原子力発電所の処理水の海洋放出を開始と 

新聞記事に掲載されました。この件について、 

 ・そもそも「処理水」とは何なのか。なぜ、発生したのか。 

  12年前、福島第一原子力発電所で津波による被害により施設が壊れ、メルトダウンが起きて、 

原子炉の冷却に使われた多くの放射性物質を含む水が生まれた。 

 

 ・中国や朝鮮半島の国はなぜ、海洋放出に反対するのか。中国は「汚染水」と言ってい

るが、なぜなのか。中国が日本の水産物の輸入を禁止したが、政府はどうするのか。 

 

 ・2015年には、海洋放出はしないと国は言っていたが、なぜ海洋放出されたのか。 

  漁業関係者は「反対」と言っているのに、なぜ政府は「一定の理解が得られた」とし

ているのか。 

 

 ・現実は、1000基もある「処理水」タンクの水を完全に放出するのに 30年かかるという 

こと。福島第１原発の廃炉に 90年から 100年もかかるということ。 

 

原子力発電所やこの「処理水」の海洋放出の是非について、「私たちに関係ないこと」と 

いう無関心でいるのではなく、これからの時代を生きる大切な「上高生」の皆さんに、こ

ういう問題に真剣に向き合う力をつけた人になってほしいと、期待します。 

 

これで、校長の話を終わります。 

 

令和５年８月 28日（月） 

                      神奈川県立上溝高等学校長 内田 勝久 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


